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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は， 種々のジェンダー 格差によって農村女性の役割発揮が妨げられているエチオヒ
°

アの主

食牒業トウモロコシの生産性， 技術選択， 生産物商品化， 販売チャネル選択とその効率性， それら

の包括的結果としての食料確保にまたがるジェンダー 格差の存在形態と要因を明らかにし， それを

埋める政策への含意を提供することを課題としている。

論文の内容と成果は以下のとおりであった。 第一 に， トウモロコシ土地生産性の農民家族におけ

る世帯主性別間格差要因が， 従前重視されてきた生産的資源アクセスのジェンダー 格差なのかどう

か， 他にも要因があるのかを検証した。 そのためにエチオピア南部ダウロ県トウモロコシ生産股村

から抽出した 560 世帯を世帯主男女別， さらに女性世帯主世帯を死別・離婚等によって法的にも女

性世帯主である集団と法的には男性世帯主だが当該男性の長期出稼ぎ等によって実質的女性世帯主

となっている集団とに分けて， 外生スイッチング回帰分析によって， 世帯間のトウモロコシ土地生

産性格差を分析した。 その結果， 男性世帯主世帯の金額ベ ース生産性が女性世帯主より4 4.3％高い

が， もし女性世帯主世帯が男性世帯主世帯と同等の資源アクセスを得られるならその生産性が

42.3％上昇すること， さらに同等の資源利用リタ ーンが実現できればその差は2％まで縮小される

ことが判明した。 そこから男女世帯主間での生産的資源アクセスだけでなくその効率的活用能力格

差を縮小する政策の重要性を明らかにした。

第二に， 技術選択におけるジェンダー格差として改良品種トウモロコシの採用を取り上げたが，

その場合， 単なる世帯主性別ではなく世帯内の膜業生産意思決定主体（男， 女， 男女共同）別の差

異に着目した点にユニ ークさがある。 改良品種採用についてダブル ・ ハー ドルモデルによって分析

し， 意思決定主体間で採否そのものには有意な差がないが， トウモロコシ作付面積中の改良品種面

積比率に， 典型的には男性意思決定世帯の方が女性意思決定世帯より高い， 世帯主性別間の差異は

有意でないが，女性世帯主世帯のうち男女共同意思決定世帯で低いなどの差があることを見出した。

こうした世帯へのより焦点を当てた改良品種普及政策の必要性が示唆された。

第三に， 意思決定主体別世帯間での， トウモロコシ純販売， 売買同量， 純購入の差異をまず順序

プロビットモデルで分析した。 女性意思決定世帯および共同意志決定世帯は純販売ではなく売買同

最および純購入になる傾向が検出された。プラインダー・ ワハカ分解と直近影孵関数分析によって，

男性意志決定世帯が女性意志決定世帯よりも， 女性意思決定世帯が共同意志決定世帯よりも純販売

になる上で有利に作用していること， また販売蘊の主体性別格差には生産的・販売的諸資源へのア

クセスとその効率的利用の双方の格差が影響していることが明らかにされた。
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